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(57)【要約】
【課題】噴霧状態の混合流体の勢いを低下させること無
く噴出方向を変化させて挿入部の先端側に配置されたレ
ンズ表面の洗浄が可能な内視鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置１００は、挿入部２を有する内
視鏡１と、流体を噴出させる開口１１に通じる第１管路
２２及び第２管路２３を有する挿入部２に装着されるマ
ルチルーメンチューブ２０及び先端構成部３０と、第１
管路２２に通じる第１の流体チューブ５１と、第２管路
２３に通じる第２の流体チューブ５２と、開口１１に気
体を供給する送気ポンプ７３と、開口１１に液体を供給
する送水ポンプ８３及び送水タンク８２と、気体を第１
の流体チューブ５１に供給して液体を第２の流体チュー
ブ５２に供給する第１の流体供給状態、または、気体を
第２の流体チューブ５２に供給して液体を第１の流体チ
ューブ５１に供給する第２の流体供給状態、に切り換え
る切替部６０と、を具備する洗浄シース１０と、を備え
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を噴出させる開口に通じる第１流体管路及び第２流体管路を有する、内視鏡挿入部
に装着される枠体と、
　先端部が前記第１流体路に連通するように配設される第１の流体チューブと、
　先端部が前記第２流体路に連通するように配設される第２の流体チューブと、
　前記開口から噴出させる気体を供給する気体供給源と、
　前記開口から噴出させる液体を供給する液体供給源と、
　前記気体供給源の気体を前記第１の流体チューブに供給して前記液体供給源の液体を第
２の流体チューブに供給する第１の流体供給状態、または、該第１の流体供給状態とは逆
に前記気体を前記第２の流体チューブに供給して前記液体を前記第１の流体チューブに供
給する第２の流体供給状態、に切り換える切替部と、
　　を具備することを特徴とする内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項２】
　前記切替部は、
　前記気体供給源の気体を前記第１の流体チューブに供給する第１の気体供給状態と、該
気体供給源の気体を前記第２の流体チューブに供給する第２の気体供給状態とに切り換え
る気体流路用切換部と、
　前記液体供給源の液体を前記第１の流体チューブに供給する第１の液体供給状態と、該
液体供給源の液体を前記第２の流体チューブに供給する第２の液体供給状態とに切り換え
る液体流路用切換部と、
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項３】
　前記切替部は、さらに、制御信号を前記気体流路用切換部及び前記液体流路用切換部に
出力する指示装置を備え、
　前記指示装置は、前記気体流路用切換部を前記第１の気体供給状態または前記第２の気
体供給状態とに切り換え、且つ、前記液体流路用切換部を前記第１の液体供給状態または
前記第２の液体供給状態とに切り換えて、
　前記２つの流体チューブのうち一方に気体、または、液体を供給して、前記２つの流体
チューブのうち他方に前記一方に供給された流体とは異なる流体を供給して、前記開口か
ら気体と液体とが混合された混合流体を噴出させることを特徴とする請求項２に記載の内
視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項４】
　前記切替部は、
　前記気体供給源の気体を前記第１の流体チューブに供給する第１の気体通過路に設けら
れる第１の管路開閉装置と、
　前記流体供給源の液体を前記第１の流体チューブに供給する第１の液体通過路に設けら
れる第２の開閉装置と、
　前記気体供給源の気体を前記第２の流体チューブに供給する第２の気体通過路に設けら
れる第３の管路開閉装置と、
　前記流体供給源の液体を前記第２の流体チューブに供給する第２の液体通過路に設けら
れる第４の開閉装置と、を
　具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項５】
　前記切替部は、さらに、前記管路開閉装置にそれぞれ制御信号を出力する指示装置を備
え、
　前記指示装置は、前記管路開閉装置内に設けられた管路チューブを開放状態、または、
閉塞状態に切り換えて、
　前記２つの流体チューブのうち一方に気体、または、液体を供給して、前記２つの流体
チューブのうち他方に前記一方に供給された流体とは異なる流体を供給して、前記開口か
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ら気体と液体とが混合された混合流体を噴出させることを特徴とする請求項４に記載の内
視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項６】
　前記開口は、前記混合流体が流れる混合流体噴出路に設けられ、該混合流体噴出路は上
流から下流にいたる開口面積が同一であることを特徴とする請求項２又は請求項４に記載
の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項７】
　前記開口は、前記混合流体が流れる混合流体噴出路に設けられ、該混合流体噴出路は上
流から下流にいたる開口面積が前記下流から前記上流に行くにしたがって連続的に増大す
ることを特徴とする請求項２又は請求項４に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項８】
　前記混合流体噴出路は、前記枠体を構成する先端構成部の先端側に位置する前方面、及
び該前方面に対向するレンズ側面を有し、
　前記前方面及び前記レンズ側面は、それぞれ一つの平面であることを特徴とする請求項
６に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項９】
　前記混合流体噴出路は、前記枠体を構成する先端構成部の先端側に位置する前方面、及
び該前方面に対向するレンズ側面を有し、
　前記前方面及び前記レンズ側面は、それぞれ複数の平面を有していることを特徴とする
請求項６に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項１０】
　前記開口は、前記枠体を構成する先端構成部の先端側内壁面に少なくとも１つ設けられ
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズ洗浄シース。
【請求項１１】
　前記開口に前記気体または液体を供給する第１の流路と、
　前記開口に前記第１の流路に供給された流体とは異なる流体を供給する第２の流路とを
備え、
　前記第１の流路を流れる流体と前記２の流路を流れる流体とが合流する角度は１８０度
、又は、１８０度未満であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用レンズ洗浄シー
ス。
【請求項１２】
　挿入部を有する内視鏡と、
　前記請求項１乃至請求項１１に記載の内視鏡用レンズ洗浄シースと、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察窓等を洗浄するために内視鏡の挿入部に取り付けられる内視鏡用レンズ
洗浄シース及びそれを備える内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部の先端部には観察窓、照明窓等が設けられている。内視鏡の観察レンズ
外表面、あるいは、照明レンズの外表面に血液、粘液、脂肪、汚物等が付着すると良好な
観察が妨げられる。この不具合を解消するため、先端部に洗浄ノズルを設けて、あるいは
、挿入部にレンズ洗浄シースを装着してレンズ外表面の汚れ等を除去するようにしている
。
【０００３】
　例えば、特許文献１には内視鏡の観察窓等に向けて混合流体を噴霧状態に吹き付けて、
観察窓等に付着している付着物を除去する内視鏡洗浄シースが示されている。また、該文
献１には噴霧状態の混合流体の噴出方向を車のワイパーが動くように変化させつつ吹き付



(4) JP 2019-130186 A 2019.8.8

10

20

30

40

50

けて付着物を除去する構成が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－９３１７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１において噴霧状態の混合流体は、気体が噴出する方向に向か
って噴出されていく。このため、ワイパーが動くように噴出方向を変化させる場合、気体
の流量を液体の流量に比べて低下させる必要があり、このことによって洗浄力が低下する
不具合が生じる。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、噴霧状態の混合流体の勢いを低下させ
ること無く噴出方向を変化させて挿入部の先端側に配置されたレンズ表面の洗浄が可能な
内視鏡用レンズ洗浄シース及びそれを備える内視鏡装置を提供することを目的にしている
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡用レンズ洗浄シースは、流体を噴出させる開口に通じる第１流
体管路及び第２流体管路を有する、内視鏡挿入部に装着される枠体と、先端部が前記第１
流体路に連通するように配設される第１の流体チューブと、先端部が前記第２流体路に連
通するように配設される第２の流体チューブと、前記開口から噴出させる気体を供給する
気体供給源と、前記開口から噴出させる液体を供給する液体供給源と、前記気体供給源の
気体を前記第１の流体チューブに供給して前記液体供給源の液体を第２の流体チューブに
供給する第１の流体供給状態、または、該第１の流体供給状態とは逆に前記気体を前記第
２の流体チューブに供給して前記液体を前記第１の流体チューブに供給する第２の流体供
給状態、に切り換える切替部と、を具備している。
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、挿入部を備える内視鏡と、流体を噴出させる開口に通
じる第１流体管路及び第２流体管路を有する、前記内視鏡の挿入部に装着される枠体と、
先端部が前記第１流体路に連通するように配設される第１の流体チューブと、先端部が前
記第２流体路に連通するように配設される第２の流体チューブと、前記開口から噴出させ
る気体を供給する気体供給源と、前記開口から噴出させる液体を供給する液体供給源と、
前記気体供給源の気体を前記第１の流体チューブに供給して前記液体供給源の液体を第２
の流体チューブに供給する第１の流体供給状態、または、該第１の流体供給状態とは逆に
前記気体を前記第２の流体チューブに供給して前記液体を前記第１の流体チューブに供給
する第２の流体供給状態、に切り換える切替部と、を備える内視鏡用レンズ洗浄シースと
、有している。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、噴霧状態の混合流体の勢いを低下させること無く噴出方向を変化させ
て挿入部の先端側に配置されたレンズ表面の洗浄が可能な内視鏡用レンズ洗浄シース及び
それを備える内視鏡装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】内視鏡と内視鏡用レンズ洗浄シースとを有する内視鏡装置を説明する図
【図２】図１の矢印Ｙ２－Ｙ２線断面図であって、マルチルーメンチューブに設けられた
貫通孔を説明する図
【図３】マルチルーメンチューブに固設される内視鏡取付部を説明する図
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【図４Ａ】切換装置を説明する図であって、流体の供給を停止している状態を示す図
【図４Ｂ】第１の流体供給状態に切り換えられた切換装置を説明する図
【図４Ｃ】第２の流体供給状態に切り換えられた切換装置を説明する図
【図５Ａ】マルチルーメンチューブに固設される先端構成部を説明する図
【図５Ｂ】先端構成部の中心軸線に沿った長手方向の断面図
【図５Ｃ】図５Ｂの先端構成部を矢印Ｙ５Ｃ方向から見た図
【図５Ｄ】図５Ｂの矢印Ｙ５Ｄ方向から開口を見た図
【図５Ｅ】挿入部の先端部が洗浄シースの先端構成部内に装着された状態を説明する断面
図
【図５Ｆ】開口から噴出される気液混合流体の流れを説明する図
【図６Ａ】第１の流体供給状態における混合路を流れる気液混合流体を説明する図
【図６Ｂ】第２の流体供給状態における混合路を流れる気液混合流体を説明する図
【図６Ｃ】開口から図５Ｆとは逆方向に噴出される気液混合流体の流れを説明する図
【図７Ａ】切換装置の他の構成例であって、流体の供給を停止している状態を示す図
【図７Ｂ】管路チューブが全開状態の管路開閉装置を説明する図
【図７Ｃ】管路チューブが閉塞状態の管路開閉装置を説明する図
【図７Ｄ】第１の流体供給状態に切り換えられた図７Ａの切換装置を説明する図
【図７Ｅ】第２の流体供給状態に切り換えられた図７Ａの切換装置を説明する図
【図８Ａ】管路チューブの開放量が調整された管路開閉装置を説明する図
【図８Ｂ】第１の流体供給状態のとき、管路チューブが全開時に開口から噴出される気液
混合流体の流れと、該チューブの開放量が調整されている時に開口から噴出される気液混
合流体の流れと、の違いを説明する図
【図８Ｃ】第２の流体供給状態のとき、管路チューブが全開時に開口から噴出される気液
混合流体の流れと、該チューブの開放量が調整されている時に開口から噴出される気液混
合流体の流れと、の違いを説明する図
【図９Ａ】第１の流路と第２の流路の変形例に係り、合流角度が１８０度未満に設定した
第１の流路と第２の流路を説明する図
【図９Ｂ】第１の流体供給状態のとき、合流角度が１８０度のときに開口から噴出される
気液混合流体の流れと、該角度が１８０度未満のときに開口から噴出される気液混合流体
の流れと、の違いを説明する図
【図９Ｃ】第２の流体供給状態のとき、合流角度が１８０度のときに開口から噴出される
気液混合流体の流れと、該角度が１８０度未満のときに開口から噴出される気液混合流体
の流れと、の違いを説明する図
【図１０Ａ】混合路端側から開口側に行くにしたがって幅寸法が幅広になる混合流体噴出
路を説明する
【図１０Ｂ】第１の流体供給状態のとき、開口面積が同一な混合流体噴出路を通過して開
口から噴出される気液混合流体の流れと、該開口面積が増大する混合流体噴出路を通過し
て開口から噴出される気液混合流体の流れと、の違いを説明する図
【図１０Ｃ】第２の流体供給状態のとき、開口面積が同一な混合流体噴出路を通過して開
口から噴出される気液混合流体の流れと、該開口面積が増大する混合流体噴出路を通過し
て開口から噴出される気液混合流体の流れと、の違いを説明する図
【図１１Ａ】逆Ｖ字形状の開口を有する混合流体路を説明する図
【図１１Ｂ】逆Ｖ字形状の開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【図１２Ａ】Ｖ字形状の開口を有する混合流体路を説明する図
【図１２Ｂ】Ｖ字形状の開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【図１３Ａ】中央平面を有して逆Ｖ字状の開口を有する混合流体路を説明する図
【図１３Ｂ】中央平面を有して逆Ｖ字状の開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【図１４Ａ】中央平面を有してＶ字状の開口を有する混合流体路を説明する図
【図１４Ｂ】中央平面を有してＶ字状の開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【図１５Ａ】２つの開口を有する混合流体路を説明する図
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【図１５Ｂ】２つの開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【図１６Ａ】３つの開口を有する混合流体路を説明する図
【図１６Ｂ】３つの開口を有する混合流体路の作用を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図において、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大き
さとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものもある。即ち、本発明は、これら
の図に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構
成要素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。
【００１２】
　図１を参照して内視鏡装置１００を説明する。内視鏡装置１００は、内視鏡１と、内視
鏡用レンズ洗浄シース（以下、洗浄シースと略記する）１０と、を備える。　
　まず、内視鏡１を説明する。　
　図１に示す本実施形態の内視鏡１は、例えば湾曲部を有する硬性鏡である。
【００１３】
　内視鏡１は、長手軸ａ２に沿って細長な挿入部２と、挿入部２の基端側に設けられた操
作部３と、を主に備えている。符号４は、ユニバーサルコード４であって、操作部３の基
端側から延出している。ユニバーサルコード４の端部にはコネクタ４ｃが設けられている
。
【００１４】
　ユニバーサルコード４は、コネクタ４ｃを介して外部装置である観察制御ユニット５に
接続される。観察制御ユニット５は、例えば画像プロセッサ等の画像処理部（不図示）と
、照明光を供給する光源部（不図示）と、を備えている。符号６は表示装置である。
【００１５】
　挿入部２は、先端側から順に硬質な先端部７、湾曲部８、硬質な管部９、を有している
。湾曲部８は、先端部７と管部９との間に設けられ、例えば挿入部２の長手軸ａ２に対し
て垂直な二方向に湾曲する構成になっている。　
　なお、湾曲部８は、二方向に湾曲する構成に限定されるものでは無く、長手軸ａ２に対
して垂直な四方向に湾曲する構成であってもよい。
【００１６】
　挿入部先端面である先端部７の先端面７ｆには、例えば１つの観察窓である観察レンズ
７ａ及び照明窓である２つの照明レンズ７ｂ、７ｃが設けられている。先端部７を構成す
る先端硬質部（不図示）の内部には、ＣＣＤ等の撮像素子（不図示）等を備えた撮像装置
、照明レンズ７ｂ、７ｃに先端面がそれぞれ臨むように配置されたライトガイド（不図示
）等が設けられている。撮像装置からは撮像ケーブル（不図示）が延出している。
【００１７】
　撮像ケーブル及び２つのライトガイドは、挿入部２の内部、操作部３の内部、及び、ユ
ニバーサルコード４の内部に配置されている。撮像ケーブルの端部及びライトガイドの端
部は、コネクタ４ｃ内に配設されている。
【００１８】
　コネクタ４ｃを観察制御ユニット５に接続することによって、撮像装置と画像処理部と
が電気的に接続されるとともに、光源部から出射される照明光がライトガイドに導光され
る。導光された照明光は、照明レンズ７ｂ、７ｃを通過して被写体を照射する。
【００１９】
　照明光によって照らされた被写体の光学像は、観察レンズ７ａを通過して撮像装置の撮
像素子に結像する。そして、撮像装置で変換された電気信号が撮像ケーブルを介して画像
処理部に伝送される。伝送された電気信号は、画像処理部において画像信号に生成されて
表示装置６に出力される。この結果、表示装置６の画面上には被写体の内視鏡画像が表示
される。
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【００２０】
　操作部３には、湾曲操作装置として湾曲操作レバー３ａが設けられている。湾曲部８は
、湾曲操作レバー３ａの操作に伴って湾曲する。符号３ｂ、３ｃ、３ｄは、各種スイッチ
であって、例えばフリーズ信号を発生させるフリーズスイッチ、写真撮影を行う際のレリ
ーズ信号を発生させるレリーズスイッチ、観察モードの切替指示を行う観察モード切替ス
イッチ等である。
【００２１】
　次に、洗浄シース１０を説明する。　
　洗浄シース１０は、マルチルーメンチューブ２０と先端構成部３０と内視鏡取付部４０
とを有している。マルチルーメンチューブ２０はチューブ体である。マルチルーメンチュ
ーブ２０は、洗浄シース本体部であって、シリコーン（silicone）、ウレタン（urethane
）等、柔軟な材料で形成されて可撓性を有している。先端構成部３０は、マルチルーメン
チューブ２０の先端部分に固設される筒状体である。マルチルーメンチューブ２０と先端
構成部３０とは内視鏡１の挿入部２に装着される枠体である。内視鏡取付部４０は、マル
チルーメンチューブ２０の基端部分に固設されている。
【００２２】
　二点鎖線に示すように内視鏡１の挿入部２は、内視鏡取付部４０の基端側から後述する
挿入部導入孔（図３の符号４４参照）を介して洗浄シース１０内に挿入されるようになっ
ている。　
　なお、挿入部２の湾曲部８は、マルチルーメンチューブ２０を該挿入部２に装着した状
態において湾曲自在である。
【００２３】
　図２に示すようにマルチルーメンチューブ２０には、予め定めた径寸法の内視鏡挿入部
用孔２１と、流体用孔として機能する２つの流体管路である第１流体管路（以下、第１管
路と略記する）２２及び第２流体管路（以下、第２管路と略記する）２３と、が備えられ
ている。内視鏡挿入部用孔２１、第１管路２２、第２管路２３は、マルチルーメンチュー
ブ２０の中心軸ａ２０に沿って設けられた長手方向貫通孔である。したがって、マルチル
ーメンチューブ２０の両端面にはそれぞれの貫通孔の開口が形成されている。
【００２４】
　内視鏡挿入部用孔２１は、内視鏡１の挿入部２を挿通配置させる孔である。したがって
、内視鏡挿入部用孔２１の径は、挿入部２の径より大きく設定されて、挿入部２に装着可
能である。内視鏡挿入部用孔２１の孔中心軸ａ２１は、マルチルーメンチューブ２０のチ
ューブ中心軸ａ２０に対して芯ずれして設けられている。
【００２５】
　このため、マルチルーメンチューブ２０の周方向の厚みは一定では無く、薄肉部２４と
厚肉部２５とを備えている。そして、厚肉部２５の予め定めた位置には第１管路２２と第
２管路２３とが設けられている。第１管路２２と第２管路２３とは、チューブ中心軸ａ２
０と孔中心軸ａ２１とを結ぶ線Ｌに対して対称な位置関係である。　
　図１に示す内視鏡取付部４０は、マルチルーメンチューブ２０より硬質で曲がり難い材
料で形成されている。
【００２６】
　図３に示すように内視鏡取付部４０の先端面４１にはマルチルーメンチューブ２０が連
結される凹部である連結穴４１ｈが設けられている。連結穴４１ｈの底面４１ｄには第１
取付部開口４２ａ、第２取付部開口４３ａが設けられている。符号４４は挿入部導入孔で
あって、内視鏡１の挿入部２が通過する貫通孔であってマルチルーメンチューブ２０の内
視鏡挿入部用孔２１に通じる。
【００２７】
　第１取付部開口４２ａは、内視鏡取付部４０に設けられた取付部第１流体路４２の開口
である。取付部第１流体路４２は、第１管路２２に流体を供給するための流路である。取
付部第１流体路４２には第１チューブ接続口４５ａを介して第１の流体チューブ５１の先
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端部である一端が接続される。
【００２８】
　第２取付部開口４３ａは、内視鏡取付部４０に設けられた取付部第２流体路４３の開口
である。取付部第２流体路４３は、第２管路２３に流体を供給するための流路である。取
付部第２流体路４３には第２チューブ接続口４５ｂを介して第２の流体チューブ５２の先
端部である一端が接続される。
【００２９】
　図１の符号６０は切換装置である。切換装置６０は切替部であって、接続口６１ａ、６
１ｂ、流体源接続口６２ａ、６２ｂを有している。第１の流体チューブ５１の他端は、第
１の接続口６１ａに連結固定され、第２の流体チューブ５２の他端は第２の接続口６１ｂ
に連結固定されている。
【００３０】
　第１流体源接続口６２ａは第１送気チューブ７１が接続される、気体用接続口である。
第１送気チューブ７１は、送気ユニット７０を構成する圧力調整弁７２から延出している
。符号７３は送気ポンプであって、符号７４は第２送気チューブである。第２送気チュー
ブ７４は、送気ポンプ７３と圧力調整弁７２とを通じる。　
　気体供給源である送気ポンプ７３が駆動されることによって、流体である例えば空気が
第２送気チューブ７４、圧力調整弁７２を通過して第１送気チューブ７１を介して切換装
置６０内に供給される。
【００３１】
　一方、第２流体源接続口６２ｂは第１送液パイプ８１が接続される、液体用接続口であ
る。第１送液パイプ８１は、送液ユニット８０を構成する送水タンク８２から延出してい
る。符号８３は送水ポンプであって、符号８４は第２送液チューブである。第２送気チュ
ーブ８４は、液体供給源である送気ポンプ８３及び送水タンク８２とに通じる。
【００３２】
　送水ポンプ８３が駆動されることによって、流体である空気が第２送液チューブ８４を
介して送水タンク８２に供給される。そして、送水タンク８２内の液体である例えば水が
第１送液パイプ８１を介して切換装置６０内に供給される。
【００３３】
　図１、図４Ａを参照して切換装置６０を説明する。　
　なお、以下の図４Ａ－図４Ｃにおいて接続口６１ａ、６１ｂ、６２ａ、６２ｂは不図示
としている。
【００３４】
　図４Ａに示すように切換装置６０内には符号６３に示す制御部、制御部６３によって制
御される流体制御弁である気体流路用切換弁（以下、気体用弁と記載）６４及び液体流路
用切換弁（以下、液体用弁と記載）６５と、複数の流体路である気体流入路６６ａ、液体
流入路６６ｂ、第１の気体通過路６７ａ及び第２の気体通過路６７ｂ、第１の液体通過路
６８ａ及び第２の液体通過路６８ｂ、第１チューブ供給路６９ａ及び第２チューブ供給路
６９ｂと、が設けられている。
【００３５】
　制御部６３には指示装置であるフットスイッチ９１から出力される制御信号である停止
信号、第１信号、第２信号が信号ケーブル９２を介して入力されるようになっている。第
１チューブ供給路６９ａには第１の気体通過路６７ａと第１の液体通過路６８ａとが通じ
ている。第２チューブ供給路６９ｂには第２の気体通過路６７ｂと第２の液体通過路６８
ｂとが通じている。
【００３６】
　制御部６３は、停止信号を受けると図に示すように気体用弁６４及び液体用弁６５を閉
塞状態にする。閉塞状態において、送気ユニット７０から切換装置６０内に供給される気
体及び送液ユニット８０から供給される液体は、流体制御弁６４、６５を通過することな
く遮断される。
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【００３７】
　閉塞状態で制御部６３が第１信号を受けると、図４Ｂに示すように閉塞状態の気体用弁
６４に制御信号を出力する。すると、気体用弁６４の第３気体口６４ｃを気体流入路６６
ａに対して開放すると共に該弁６４の第１気体口６４ａを第１の気体通過路６７ａに対し
て開放した第１の気体供給状態にする。また、制御部６３は、閉塞状態の液体用弁６５に
制御信号を出力して液体用弁６５の第２流体口６５ｂを液体流入路６６ｂに対して開放す
ると共に該弁６５の第３流体口６５ｃを第２の液体通過路６８ｂに対して開放した第２の
液体供給状態にする。
【００３８】
　この結果、第１送気チューブ７１から切換装置６０内に供給されている空気は、気体流
入路６６ａから気体用弁６４を通過して第１の気体通過路６７ａに供給され、その後、さ
らに第１チューブ供給路６９ａを介して第１の流体チューブ５１に流れ込んでいく。
【００３９】
　一方、第１送液パイプ８１から切換装置６０内に供給されている液体は、液体流入路６
６ｂから液体用弁６５を通過して第２の液体通過路６８ｂに供給され、その後、さらに第
２チューブ供給路６９ｂを介して第２の流体チューブ５２に流れ込んでいく。
【００４０】
　つまり、第１信号を受けた制御部６３は、２つの流体制御弁６４、６５を制御して、空
気を第１の流体チューブ５１に供給し、液体を第２の流体チューブ５２に供給する第１の
流体供給状態になる。
【００４１】
　これに対して、閉塞状態で制御部６３が第２信号を受けると、図４Ｃに示すように閉塞
状態の気体用弁６４に制御信号を出力する。すると、気体用弁６４の第２気体口６４ｂを
気体流入路６６ａに対して開放すると共に該弁６４の第３気体口６４ｃを第２の気体通過
路６７ｂに対して開放した第２の気体供給状態にする。また、制御部６３は、閉塞状態の
液体用弁６５に制御信号を出力して液体用弁６５の第３流体口６５ｃを液体流入路６６ｂ
に対して開放すると共に該弁６５の第１流体口６５ａを第１の液体通過路６８ａに対して
開放した第１の液体供給状態にする。
【００４２】
　この結果、第１送気チューブ７１から切換装置６０内に供給されている空気は、気体流
入路６６ａから気体用弁６４を通過して第２の気体通過路６７ｂに供給され、その後、さ
らに第２チューブ供給路６９ｂを介して第２の流体チューブ５２に流れ込んでいく。
【００４３】
　一方、第１送液パイプ８１から切換装置６０内に供給されている液体は、液体流入路６
６ｂから液体用弁６５を通過して第１の液体通過路６８ａに供給され、その後、さらに第
１チューブ供給路６９ａを介して第１の流体チューブ５１に流れ込んでいく。
【００４４】
　つまり、第２信号を受けた制御部６３は、２つの流体制御弁６４、６５を制御して、空
気を第２の流体チューブ５２に供給し、液体を第１の流体チューブ５１に供給する第２の
流体供給状態になる。
【００４５】
　図５Ａ－図５Ｆを参照して先端構成部３０を説明する。　
　図５Ａに示すように先端構成部３０は、破線に示すマルチルーメンチューブ２０の先端
部に固設される。
【００４６】
　図５Ａ、図５Ｂに示すように先端構成部３０には段付き貫通孔（以下、段付き孔と記載
）３１が設けられている。段付き孔３１は、図５Ｂに示すように大径孔部３２と、小径孔
部３３と、を有している。大径孔部３２は、先端構成部３０の基端側に設けられたマルチ
ルーメンチューブ配設部であって、二点鎖線に示すマルチルーメンチューブ２０の先端部
が固設される。
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【００４７】
　小径孔部３３は、先端構成部３０の先端側に設けられた挿入部配設部であって、挿入部
２の先端部７の先端側部が配置される。符号３４は段差面である。大径孔部３２の中心軸
ａ３２は、先端構成部中心軸ａ３０上、つまり、同軸である。これに対して、小径孔部３
３の中心軸ａ３３は、先端構成部中心軸ａ３０に対して平行であって、予め定めた方向に
位置ずれしている。
【００４８】
　したがって、図５Ｃに示すように大径孔部３２と小径孔部３３との段差面３４には幅狭
部３６と、幅広部３７と、が設けられる。そして、マルチルーメンチューブ２０の先端部
を大径孔部３２に固設した状態において、該マルチルーメンチューブ２０の薄肉部２４の
先端面は幅狭部３６に配置され、厚肉部２５は幅広部３７に配置される。
【００４９】
　このとき、図５Ｂに示すように挿入部２の先端部７の先端面７ｆは、先端構成部３０の
先端面３０ａと段差面３４との中途に位置するように小径孔部３３内に配設されるように
なっている。
【００５０】
　先端部７の先端面７ｆが小径孔部３３の中途に配置されることによって、先端面７ｆよ
り前方側に突出して該先端面７ｆの全周又は周の一部を囲む内壁面３３ａが先端構成部３
０の先端側に出現する。この内壁面３３ａの予め定めた位置には、図５Ａ、図５Ｂに示す
ように流体を噴出させるための開口１１が設けられている。
【００５１】
　図５Ｃに示すように開口１１の中点１１ｍは、幅広部３７の略中央部、小径孔部３３の
中心軸ａ３３と先端構成部中心軸ａ３０とを結ぶ鉛直線Ｌ０上に位置する。　
　そして、先端構成部３０の小径孔部３３内に挿入部２の先端部７を配設した際、観察レ
ンズ７ａの下方向に開口１１が配置されるようになっている。図５Ｂ、図５Ｃに示す符号
１２は混合流体噴出路、符号１３は気液混合路、符号１４は流体案内溝である。
【００５２】
　図５Ｂに示すように気液混合路１３の中心軸である混合路中心軸ａ１３は、孔中心軸ａ
３３に沿って設けられている。混合流体噴出路１２の中心軸である噴出路中心軸ａ１２は
、小径孔部３３内の所定位置に配置される先端部７の先端面７ｆに対して角度θ１で交差
するように設けられている。角度θ１は鋭角である。　
【００５３】
　なお、図５Ｄに示すように開口１１の形状は、図５Ｂに示す噴出路中心軸ａ１２のＹ５
Ｄ方向から見たとき、中点１１ｍを通過する噴出路中心軸ａ１２に直交して孔中心軸ａ３
３に交差する直線Ｌ１１を挟んで対称な形状であり、例えば四角形である。　
　符号１２ｆを前方面１２ｆと記載する。前方面１２ｆは、混合路端１３ｂから開口１１
に至る平面である。符号１２ｒはレンズ側面１２ｒであり、前方面１２ｆに対向する平面
である。開口側面１２ｓは互いに対向する平面である。なお、開口側面１２ｓが曲面であ
ってもよい。
【００５４】
　混合流体噴出路１２は、混合路端１３ｂ側の空間と小径孔部３３内とを連絡する連絡路
である。開口１１は、混合流体噴出路１２の小径孔部３３の内壁面３３ａに設けられた開
口部である。この開口１１から流体が噴出されるようになっている。　
　本実施形態において、混合流体噴出路１２の上流である混合路端１３ｂ側の正面から見
た幅寸法と、下流である小径孔部３３側の開口１１の正面から見た幅寸法とは同寸法であ
る。
【００５５】
　図５Ｃに示すように段差面３４の幅広部３７には該幅広部３７に溝開口１４ｍを有する
流体案内溝１４が設けられている。流体案内溝１４は、円弧形状の溝（凹部）であって、
予め定めた位置に第１終端部１４ａと第２終端部１４ｂとを備えている。具体的に、第１
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終端部１４ａと第２終端部１４ｂとは鉛直線Ｌ０を挟んで対称な位置関係である。
【００５６】
　図５Ｂの符号１３ｍは、混合流体噴出路入口（以下、流入口と記載する）である。流入
口１３ｍの中心は、鉛直線Ｌ０上に位置している。混合路中心軸ａ１３は、鉛直線Ｌ０に
直交している。　
　この結果、図５Ｃに示すように流体案内溝１４は、第１終端部１４ａ側から流入口１３
ｍに至る第１案内溝１４ｃと、第２終端部１４ｂ側から流入口１３ｍに至る第２案内溝１
４ｄと、を有している。
【００５７】
　図５Ｅに示すようにマルチルーメンチューブ２０の先端部が大径孔部３２内に固設され
た状態において、マルチルーメンチューブ２０の先端面２６は、段差面３４に密着して配
置される。すなわち、マルチルーメンチューブ２０の薄肉部２４の先端面は、段差面３４
の幅狭部３６に固定され、該チューブ２０の厚肉部２５の先端面は段差面３４の幅広部３
７に固定される。
【００５８】
　したがって、幅広部３７に設けられた流体案内溝１４の溝開口１４ｍは、マルチルーメ
ンチューブ２０の先端面２６によって塞がれる。この結果、図５Ｃで示した流体案内溝１
４の第１案内溝１４ｃは、図５Ｆに示す第１の流路１５として機能する。一方、図５Ｃで
示した第２案内溝１４ｄは、図５Ｆに示す第２の流路１６として機能する。
【００５９】
　そして、図５Ｆに示すようにマルチルーメンチューブ２０の先端面２６に位置する第１
管路２２の第１開口２２ｍは、第１流路１５中の第１終端部１４ａ側に配置され、第２管
路２３の第２開口２３ｍは第２流路１６中の第２終端部１４ｂ側に配置される。
【００６０】
　この構成によれば、切換装置６０内の第１チューブ供給路６９ａから第１の流体チュー
ブ５１を介して取付部第１流体路４２、第１管路２２に供給された流体は、第１開口２２
ｍから第１流路１５に供給される。一方、切換装置６０内の第２チューブ供給路６９ｂか
ら第２の流体チューブ５２を介して取付部第２流体路４３、第２管路２３に供給された流
体は、第２開口２３ｍから第２流路１６に供給される。
【００６１】
　その後、第１流体路１５に流入された空気又は水は流入口１３ｍに向かって流れ、第２
流体路１６に流入された水又は空気は流入口１３ｍに向かって流れていく。流入口１３ｍ
は、水と空気との合流部である。このため、これら空気と水とは流入口１３ｍにおいて衝
突し、混合されて気体の流量が液体の流量より大きな噴霧状の気液混合流体になる。
【００６２】
　流入口１３ｍで混合された噴霧状の気液混合流体は、気液混合路１３内に流入して混合
路端１３ｂに向かって流れ、混合流体噴出路１２に流入する。その後、図５Ｅの矢印Ｙ５
Ｅに示すように観察レンズ７ａ表面に噴出される。
【００６３】
　このとき、図５Ｆに示すように気液混合流体は、観察レンズ７ａの表面上を流量が液体
よりも大きな気体の噴出方向である斜線に示す範囲、すなわち本図においては水が供給さ
れている第２管路２３側に傾いて観察レンズ７ａの鉛直線Ｌ０より右半分をカバーするよ
うに噴出される。
【００６４】
　ここで、洗浄シース１０を内視鏡１の挿入部２に装着した内視鏡装置１００の作用を説
明する。　
　洗浄シース１０が装着された挿入部２は、患者の体内に挿入される。
【００６５】
　ユーザは、表示装置の画面上に患部等を表示して、観察、処置を行う。観察中、あるい
は、処置中において、観察レンズ７ａに脂肪、体液、血液等が付着して視野が妨げられた
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場合、あるいは、照明レンズ７ｂ、７ｃに脂肪、体液、血液が付着して照度が低下した場
合、ユーザは、レンズ洗浄を行う。
【００６６】
　ユーザは、洗浄のためフットスイッチ９１を操作する。その際、フットスイッチ９１か
ら第１信号が出力されると、上述したように第１信号を受けた制御部６３は、２つの流体
制御弁６４、６５の弁体を切換えて、切換装置６０を第１の流体供給状態にする。
【００６７】
　この結果、第１送気チューブ７１から切換装置６０内に供給されている空気は、第１の
流体チューブ５１から取付部第１流体路４２、第１管路２２を通過して第１流路１５に供
給されて流入口１３ｍに向かって流れていく。
【００６８】
　一方、第１送液パイプ８１から切換装置６０内に供給されている水は、第２の流体チュ
ーブ５２から取付部第２流体路４３、第２管路２３を通過して第２流路１６に供給されて
流入口１３ｍに向かって流れていく。
【００６９】
　この後、流入口１３ｍにおいて上述したように空気と水とが混合されて噴霧状であって
空気の流量が水の流量より大きな気液混合流体となって気液混合路１３内に流入する。
【００７０】
　このとき、気液混合流体は、空気の流量が水の流量より大きいため、気液混合路１３内
を図６Ａの矢印Ｙ６Ａに示すように水を供給している第２流路１６側に傾いて混合路端１
３ｂに向かって流れていく。そして、気液混合流体は、混合流体噴出路１２に流入し、開
口１１から噴出される。
【００７１】
　この開口１１から噴出された気液混合流体は、上述したように矢印Ｙ６Ａの矢印で示す
ように傾いて流れているため、観察レンズ７ａの表面上を前記図５Ｆの斜線で示す範囲で
ある右半分をカバーするように流れて洗浄を行う。
【００７２】
　続いて、ユーザは、観察レンズ７ａの表面左半分を洗浄するためフットスイッチ９１を
操作する。すると、フットスイッチ９１から第２信号が出力され、第２信号を受けた制御
部６３は、２つの流体制御弁６４、６５の弁体を切換え、切換装置６０を第２の流体供給
状態にする。
【００７３】
　この結果、第１送気チューブ７１から切換装置６０内に供給されている空気は、第２の
流体チューブ５２から取付部第２流体路４３、第２管路２３を通過して第２流路１６に供
給されて流入口１３ｍに向かって流れていく。
【００７４】
　一方、第１送液パイプ８１から切換装置６０内に供給されている水は、第１の流体チュ
ーブ５１から取付部第１流体路４２、第１管路２２を通過して第１流路１５に供給されて
流入口１３ｍに向かって流れていく。
【００７５】
　この後、流入口１３ｍにおいて上述したように空気と水とが混合されて噴霧状の気液混
合流体となって気液混合路１３内に流入する。この気液混合流体は、空気の流量が水の流
量より大きい。このため、図６Ｂの矢印Ｙ６Ｂに示すように水を供給している第１流路１
５側に傾いて混合路端１３ｂに向かって流れていく。
【００７６】
　その後、気液混合流体は、混合流体噴出路１２に流入し、開口１１から噴出される。こ
の開口１１から噴出された気液混合流体は、矢印Ｙ６Bの矢印で示すように傾いて流れて
いる。このため、図６Ｃで示すように前記図５Ｆで示した範囲とは反対の方向である観察
レンズ７ａの表面上を斜線で示す範囲である左半分をカバーするように流れて洗浄を行う
。
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【００７７】
　なお、ユーザは、必要に応じてフットスイッチ９１を繰り返し操作する。このことによ
って、気液混合流体が観察レンズ７ａの表面上の右半分、左半分をカバーするように交互
に繰り返し噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの表面の汚物等を確実に洗
浄する。
【００７８】
　ユーザは、洗浄完了後、フットスイッチ９１を操作して停止信号を制御部６３に出力す
る。停止信号を受けた制御部６３は、２つの流体制御弁６４、６５の弁体を切換えて遮断
状態にする。　
　この結果、切換装置６０内に供給されている気体及び液体を第１の流体チューブ５１及
び第２の流体チューブ５２へ供給することを停止させた流体供給停止状態になる。
【００７９】
　このように、内視鏡装置１００は、内視鏡１の挿入部２に装着される洗浄シース１０と
送気ユニット７０及び送液ユニット８０との間に、気体用弁６４及び液体用弁６５と、該
流体用弁６４、６５を制御する制御部６３と、複数の流体路６６ａ、６６ｂ、６７ａ、６
７ｂ、６８ａ、６８ｂ、６９ａ、６９ｂと、を備える切換装置６０を設けている。
【００８０】
　切換装置６０は、フットスイッチ９１から出力される第１信号、第２信号を制御部６０
が受けることによって２つの流体用弁６４、６５を制御して第１の流体供給状態と第２の
流体供給状態とに切換え可能である。
【００８１】
　この内視鏡装置１００によれば、ユーザは、観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの
表面を洗浄する際、切換装置６０を適宜第１の流体供給状態あるいは第２の流体供給状態
に切換える。この結果、気液混合流体が開口１１から観察レンズ７ａの右半分、あるいは
、左半分をカバーするように噴出されて、観察レンズ７ａ表面全面の洗浄、及び照明レン
ズ７ｂ、７ｃ表面全面の洗浄をスムーズに行うことができる。
【００８２】
　また、第１の流体供給状態及び第２の流体供給状態において、気液混合流体の空気の流
量及び水の流量は同じである。このため、開口１１から噴出される気液混合流体の流勢が
第１の流体供給状態と第２の流体供給状態とで同じである。したがって、観察レンズ７ａ
の右半分及び左半分に所望する流勢の気液混合流体を吹き付けてレンズ表面全体の洗浄を
確実に行うことができる。
【００８３】
　なお、上述した実施形態においては、フットスイッチ９１から第１信号、第２信号、あ
るいは、停止信号が出力されるとしている。しかし、フットスイッチ９１から制御部６３
に洗浄開始信号と停止信号とが出力される構成であってもよい。　
　この構成において、制御部６３は、記憶部を備え、該記憶部には洗浄プログラムが登録
されている。制御部６３は、洗浄開始信号を受けると洗浄プログラムにしたがって流体制
御弁６４、６５に対して上述と同様な第１信号、第２信号を出力する。
【００８４】
　具体的に、この洗浄プログラムによれば、まず、第１のステップで２つの流体制御弁６
４、６５の弁体を予め定めた状態に切換えて第１の流体供給状態にし、気液混合流体を前
記図５Ｆの斜線で示したように右半分に所定時間例えば２秒間噴出させて観察レンズ７ａ
、照明レンズ７ｃを洗浄する。
【００８５】
　次に、第２のステップに移行して、２つの流体制御弁６４、６５の弁体を切換えて第２
の流体供給状態にし、気液混合流体を前記図６Ｃの斜線で示したように左半分に所定時間
例えば２秒間噴出させて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂを洗浄する。そして、第１のス
テップに再び戻る。
【００８６】
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　そして、制御部６３は、フットスイッチ９１からの停止信号を受けたとき、第３のステ
ップに移行して２つの流体制御弁６４、６５の弁体を切換えて流体供給停止状態にする。
この結果、洗浄プログラムによる洗浄が停止される。
【００８７】
　なお、気液混合流体の噴出時間は、２秒間に限定されるものでは無く２秒以下であって
も２秒以上であってもよい。また、第１のステップ、第２のステップを予め定めた複数回
繰り返した後に洗浄プログラムによる洗浄を終了するようにしてもよい。
【００８８】
　上述した実施形態において、切換装置６０は、上述した流体制御弁６４、６５を備える
構成に限定されるものでは無く、図７Ａ等に示す切換装置６０Ａであってもよい。
【００８９】
　図７Aに示すように切換装置６０Ａには管路開閉装置（以下、開閉装置と略記する）１
０１、１０２、１０３、１０４が設けられている。送気ユニット１３０は、図示されてい
ない送気ポンプ、圧力調整弁等を備える。送気ユニット１３０の送気ポンプは、気体供給
源と流体供給源とを兼用する。
【００９０】
　本実施形態において、切換装置６０Ａ内には符号６３Ａに示す制御部と、制御部６３Ａ
によって開閉が切換制御される開閉装置１０１、１０２、１０３、１０４と、複数の流体
路である第１の気体通過路１１１、第１の液体通過路１１２、第２の液体通過路１１３及
び第２の気体通過路１１４と、第１チューブ供給路１２１及び第２チューブ供給路１２２
と、が設けられている。
【００９１】
　切換装置６０Ａにおいて、第１の流体チューブ５１の他端は第１の接続口６１ａに連結
固定され、第２の流体チューブ５２の他端は第２の接続口６１ｂに連結固定されている。
【００９２】
　ここで図７Ｂ、図７Ｃを参照して第１開閉装置１０１の構成及び作用を説明する。　
　なお、第１開閉装置１０１、第２開閉装置１０２、第３開閉装置１０３、第４開閉装置
１０４の構成は同様である。このため、第１開閉装置１０１を説明して他の開閉装置１０
２、１０３、１０４の説明を省略している。
【００９３】
　符号１１１ｃは、第１開閉装置１０１内を通過する管路チューブであって、弾性変形す
るチューブ体である。管路チューブ１１１ｃは、図７Ｂに示すようにチューブが押し潰さ
れていない全開状態と、図７Ｃに示すようにチューブが押し潰されて流体の通過を遮断す
る閉塞状態と、に切り換えられるようになっている。
【００９４】
　符号１０５は摺動棒、符号１０６は押圧体、符号１０７は装置本体、符号１０９はコイ
ルスプリングである。押圧体１０６はチューブ外表面を押圧する部材であって、例えば螺
合によって摺動棒１０５に一体固定されている。
【００９５】
　摺動棒１０５は、小径部１０５ａと大径部１０５ｂとを有する。装置本体１０７には段
付き穴１０８が形成されている。段付き穴１０８は、小径孔１０８ａと大径孔１０８ｂと
を備えている。小径孔１０８ａ内には小径部１０５ａが摺動自在に配置される。大径孔１
０８ｂ内にはコイルバネ１０９と、大径部１０５ｂとが摺動自在に配置されている。小径
部１０５ａは、コイルバネ１０９の内孔を通過して小径孔１０８ａ内に挿入される。
【００９６】
　この構成によれば、摺動棒１０５が磁力、空圧、油圧等の外力によって図７Ｂの矢印Ｙ
７Ｂ方向にコイルバネ１０９の付勢力に抗して移動されていくことによって押圧体１０６
が移動されていく。そして、管路チューブ１１１ｃは、押圧体１０６の移動に伴って押し
潰されて、図７Ｃに示すように閉塞状態になる。
【００９７】
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　一方、摺動棒１０５に対する外力が解除されると、コイルバネ１０９の付勢力によって
押圧体１０６が矢印Ｙ７Ｂとは反対方向に移動する。すると、閉塞状態であった管路チュ
ーブ１１１ｃが徐々に全開状態に戻されていく。
【００９８】
　なお、第１の気体通過路１１１において第１開閉装置１０１より送気ユニット１３０側
を第１のユニット側気体路１１１ａと記載し、第１チューブ供給路１２１側を第１のチュ
ーブ側気体路１１１ｂと記載する。同様に、第１の液体通過路１１２の第２開閉装置１０
２より送水タンク１３６側を第１のユニット側液体路１１２ａと記載し、第１チューブ供
給路１２１側を第１のチューブ側液体路１１２ｂと記載する。
【００９９】
　また、同様に、第２の液体通過路１１３の第３開閉装置１０３より送水タンク１３６側
を第２のユニット側液体路１１３ａと記載し、第２チューブ供給路１２２側を第２のチュ
ーブ側液体路１１３ｂと記載する。同様に、第２の気体通過路１１４の第４開閉装置１０
４より送気ユニット１３０側を第２のユニット側気体路１１４ａと記載し、第２チューブ
供給路１２２側を第２のチューブ側気体路１１４ｂと記載する。
【０１００】
　第１のチューブ側気体路１１１ｂの端部と第１のチューブ側液体路１１２ｂの端部とは
第１チューブ供給路１２１に通じている。そして、第１チューブ供給路１２１は、第１の
接続口６１ａに連結固定されている。一方、第２のチューブ側液体路１１３ｂの端部と第
２のチューブ側気体路１１４ｂの端部とは第２チューブ供給路１２２に通じている。第２
チューブ供給路１２２は、第２の接続口６１ｂに連結固定されている。
【０１０１】
　図７Ａに示すように送気ユニット１３０からは３つの送気チューブ１３１、１３４、１
３５が延出している。本実施形態において、送液パイプ１３２、１３３の一端部は、それ
ぞれ送水タンク１３６に貯留されている水中に浸漬している。
【０１０２】
　第１送気チューブ１３１の端部は、第１気体用接続口６２ｃを介して第１のユニット側
気体路１１１ａに通じている。第２送気チューブ１３４の端部は、第２気体用接続口６２
ｆを介して第２のユニット側気体路１１４ａに通じている。第１送液パイプ１３２の他端
部は、第１液体用接続口６２ｄを介して第１のユニット側液体路１１２ａに通じている。
第２送液パイプ１３３の他端部は、第２液体用接続口６２ｅを介して第２のユニット側液
体路１１３ａに通じている。
【０１０３】
　本実施形態において、送気ユニット１３０の送気ポンプが駆動されていると空気が第１
送気チューブ１３１、第２送気チューブ１３４を介して切換装置６０Ａ内に供給されると
ともに、第３送気チューブ１３５を介して送水タンク１３６に供給される。　
　この結果、空気は、ユニット側気体路１１１ａ、１１４ａ内に供給され、水はユニット
側液体路１１２ａ、１１３ａ内に供給された状態である。
【０１０４】
　制御部６３Ａにはフットスイッチ９１から上述した停止信号、第１信号、第２信号が出
力される。制御部６３Ａは停止信号を受けると、図７Ｃに示すように全ての開閉装置１０
１、１０２、１０３、１０４内の管路チューブ１１１ｃ、１１２ｃ、１１３ｃ、１１４ｃ
を閉塞状態にする。
【０１０５】
　閉塞状態において、送気ユニット１３０から切換装置６０Ａ内のユニット側気体路１１
１ａ、１１４ａに供給されている空気及び送液タンク１３６から切換装置６０Ａ内のユニ
ット側液体路１１２ａ、１１３ａに供給されている水は、開閉装置１０１、１０２、１０
３、１０４を通過できずに留まる。
【０１０６】
　閉塞状態で制御部６３Ａが第１信号を受けると、図７Ｄに示すように第１開閉装置１０
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１及び第３開閉装置１０３に制御信号を出力して、該第１開閉装置１０１内及び第３開閉
装置１０３内の管路チューブ１１１ｃ、１１３ｃを閉塞状態から全開状態に切り換える。
【０１０７】
　この結果、第１送気チューブ１３１から切換装置６０Ａ内の第１のユニット側気体路１
１１ａに供給されていた空気が第１開閉装置１０１を通過して第１のチューブ側気体路１
１１ｂに供給され、第１チューブ供給路１２１を介して第１の流体チューブ５１に流れ込
んでいく。
【０１０８】
　一方、第２送液パイプ１３３から切換装置６０Ａ内の第３のユニット側液体路１１３ａ
に供給されていた水が第３開閉装置１０３を通過して第２のチューブ側液体路１１３ｂに
供給され、第２チューブ供給路１２２を介して第２の流体チューブ５２に流れ込んでいく
。
【０１０９】
　つまり、第１信号を受けた制御部６３Ａは、第１開閉装置１０１、第３開閉装置１０３
の管路チューブ１１１ｃ、１１３ｃを全開状態にして空気を第１の流体チューブ５１に供
給する一方、第２開閉装置１０２、第４開閉装置１０４の管路チューブ１１２ｃ、１１４
ｃを閉塞状態にして水を第２の流体チューブ５２に供給する上述した第１の流体供給状態
になる。
【０１１０】
　これに対して、閉塞状態で制御部６３Ａが第２信号を受けると、図７Ｅに示すように第
２開閉装置１０２及び第４開閉装置１０４に制御信号を出力して、該第２開閉装置１０２
内及び第４開閉装置１０４内の管路チューブ１１２ｃ、１１４ｃを閉塞状態から全開状態
に切り換える。
【０１１１】
　この結果、第２送気チューブ１３４から切換装置６０Ａ内の第２のユニット側気体路１
１４ａに供給されていた空気が第４開閉装置１０４を通過して第２のチューブ側気体路１
１４ｂに供給され、第２チューブ供給路１２２を介して第２の流体チューブ５２に流れ込
んでいく。一方、第１送液パイプ１３２から切換装置６０Ａ内の第２のユニット側液体路
１１２ａに供給されていた水が第２開閉装置１０２を通過して第２のチューブ側液体路１
１２ｂに供給され、第１チューブ供給路１２１を介して第１の流体チューブ５１に流れ込
んでいく。
【０１１２】
　つまり、第２信号を受けた制御部６３Ａは、第２開閉装置１０２、第４開閉装置１０４
の管路チューブ１０２ｃ、１０４ｃを全開状態にして空気を第２の流体チューブ５２に供
給する一方、第１開閉装置１０１、第３開閉装置１０３の管路チューブ１１１ｃ、１１３
ｃを閉塞状態にして水を第１の流体チューブ５１に供給する上述した第２の流体供給状態
になる。
【０１１３】
　図７Ａ－図７Ｅに示した切換装置６０Ａによれば、上述した切換装置６０と同様にフッ
トスイッチ９１を操作して、流体供給停止状態、第１の流体供給状態、または、第２の流
体供給状態に変化させることができる。
【０１１４】
　したがって、ユーザは、切換装置６０Ａを備えた内視鏡装置１００においても上述した
切換装置６０を備えた内視鏡装置１００と同様、観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃ
の表面を洗浄する際に切換装置６０Ａを適宜第１の流体供給状態あるいは第２の流体供給
状態に切換え、気液混合流体を開口１１から観察レンズ７ａの右半分、左半分に噴出させ
て観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの表面全面の洗浄をスムーズに行うことができ
る。
【０１１５】
　なお、上述した切換装置６０Ａにおいて切換装置内の管路チューブ１１１ｃ、１１２ｃ
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、１１３ｃ、１１４ｃは、図７Ｂで示した全開状態と図７Ｃで示した閉塞状態とに切り換
えられる、としている。しかし、図８Ａに示すように押圧体１０６の位置を変化させて管
路チューブ１１１ｃの押し潰し量を全開状態と閉塞状態との間で調整可能にして該チュー
ブ１１１ｃの開放量を調整する構成にしてもよい。
【０１１６】
　この構成によれば、例えば第１の流体供給状態において、第３開閉装置１０３の管路チ
ューブ１１３ｃを全開状態あるいは図８Ａで示した開放量の二段階で制御可能に構成する
。
【０１１７】
　この結果、管路チューブ１１１ｃが全開状態においては図８Ｂの破線（図５Ｆと同様）
に示すように開口１１から観察レンズ７ａの右半分をカバーするように気液混合流体が噴
出される。これに対して、管路チューブ１１３ｃが図８Ａで示した開放量においては水の
流量が空気の流量に比べて低下する。
【０１１８】
　このため、図８Ｂの開口１１から噴出される気液混合流体は、噴霧範囲を破線で示した
範囲よりも水が供給される第２管路２３側の実線で示す範囲に変更されて観察レンズ７ａ
に噴出されていく。
【０１１９】
　一方、第２の流体供給状態において、第２開閉装置１０２の管路チューブ１１２ｃを全
開状態あるいは図８Ａで示した開放量の二段階で制御可能に構成する。
【０１２０】
　この結果、管路チューブ１１２ｃが全開状態においては図８Ｃの破線（図６Ｃと同様）
に示すように開口１１から観察レンズ７ａの左半分をカバーするように気液混合流体が噴
出される。
【０１２１】
　これに対して、管路チューブ１１２ｃが図８Ｃで示した開放量においては図８Ｂと略同
様に図８Ｃの開口１１から噴出される気液混合流体は、噴霧範囲を破線で示した範囲より
も水が供給される第１管路２２側の実線で示す範囲に変更されて観察レンズ７ａに噴出さ
れていく。
【０１２２】
　このように、開閉装置内を通過する管路チューブ１１１ｃ、１１２ｃ、１１３ｃ、１１
４ｃの押し潰し量を、全開状態と閉塞状態との間で適宜調整して、該チューブ１１１ｃ、
１１２ｃ、１１３ｃ、１１４ｃの開放量を二段階で切り換え可能にする。この結果、開口
１１から観察レンズ７ａに向かって噴出される気液混合流体の噴出方向を変化させて観察
レンズ７ａ及び照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。
【０１２３】
　なお、上述において管路チューブの開放量を二段階に切り換えるとしている。しかし、
押圧体１０６の位置を例えば段階的に切り換えて管路チューブ１１１ｃの押し潰し量を全
開状態と閉塞状態との間で三段階、あるいは、それ以上に設定してチューブ開放量を変化
させる構成にしてもよい。　
　この構成によれば、開口１１から観察レンズ７ａに向けて噴出される気液混合流体の噴
出方向を三段階、あるいは、それ以上に変化させて観察レンズ７ａ及び照明レンズ７ｂ、
７ｃの洗浄を行える。
【０１２４】
　また、押圧体１０６の位置を連続的に切り換えて管路チューブの押し潰し量を全開状態
から閉塞状態の間で連続的に調整する構成にしてもよい。この構成によれば、開口１１か
ら観察レンズ７ａに向けて噴出される気液混合流体の噴出方向を連続的に変化させて観察
レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行える。
【０１２５】
　ここで、図９Ａ－図９Ｃを参照して第１流路１５を流れる流体と第２流路１６を流れる
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流体との合流角度について説明する。　
　上述した実施形態において、第１流路１５と第２流路１６との合流角度は、図９Ａの破
線で示すようにθ＝１８０度であった。この構成によれば、第１流路１５を流れる流体と
第２流路１６を流れる流体とが正面衝突することによって混合されて、気体の流量が液体
の流量より大きな噴霧状の気液混合流体を得ていた。
【０１２６】
　しかし、第１流路１５と第２流路１６との合流角度は、θ＝１８０度に限定されるもの
では無い。本実施形態において第１流路１５と第２流路１６との合流角度は、図９Ａの実
線で示すように観察レンズ側において１８０度未満の予め定めた角度に設定してある。
【０１２７】
　この構成によれば、第１流路１５を流れる流体と第２流路１６を流れる流体とは正面衝
突することなく斜めに衝突して混合され、気体の流量が液体の流量より大きな噴霧状の気
液混合流体となる。斜めに衝突したときの衝撃力は、正面衝突時の衝撃力に比べて小さい
。このため、斜めに衝突した後の送気の勢いは、正面衝突した後における送気の勢いに比
べて強力である。
【０１２８】
　したがって、空気が第１流路１５に供給されて流入口１３ｍに向かって流れ、水が第２
流路１６に供給されて流入口１３ｍに向かって流れると、上述したように流入口１３ｍに
おいて流体同士が斜めに衝突して２つの流体が混合された気液混合流体が気液混合路１３
内に流入する。
【０１２９】
　この斜め衝突時の衝撃力は、上述したように正面衝突時の衝撃力に比べて小さい。そし
て、斜め衝突後の送気の勢いは、正面衝突後における送気の勢いに比べ強い。したがって
、気液混合路１３を通過する気液混合流体は、より第２流路１６側に傾いて混合路端１３
ｂに向かって流れ、混合流体噴出路１２に流入する。
【０１３０】
　この結果、気液混合流体は、図９Ｂに示すように破線で示す前記図５Ｆで示した範囲よ
りも広範に観察レンズ７ａの表面上の右半分をカバーするように開口１１から実線に示す
範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。
【０１３１】
　これに対して、水が第１流路１５に供給されて流入口１３ｍに向かって流れ、空気が第
２流路１６に供給されて流入口１３ｍに向かって流れると、流入口１３ｍにおいて流体同
士が斜めに衝突して混合された気液混合流体が気液混合路１３内に流入する。
【０１３２】
　上述と同様に斜め衝突後の送気の勢いは、正面衝突後における送気の勢いに比べ強い。
したがって、気液混合路１３を通過する気液混合流体は、より第１流路１５側に傾いて混
合路端１３ｂに向かって流れ、混合流体噴出路１２に流入する。
【０１３３】
　この結果、気液混合流体は、図９Ｃに示すように破線で示す前記図５Ｆで示した範囲よ
りも広範に観察レンズ７ａの表面上の左半分をカバーするように開口１１から実線に示す
範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。
【０１３４】
　このように第１流路１５と第２流路１６との合流角度を１８０度未満の予め定めた角度
に設定して、第１流路１５を流れる流体と第２流路１６を流れる流体とを斜めに衝突させ
て気液混合流体に変化させる。斜めに衝突することによって、衝突時の衝撃力が正面衝突
時の衝撃力に比べて小さい。したがって、斜めに衝突した後の送気の勢いが正面衝突した
後における送気の勢いに比べ強くなる。
【０１３５】
　この結果、気液混合流体は、開口１１から図９Ｂの実線、または、図９Ｃの実線に示す
ように観察レンズ７ａ及び照明レンズ７ｂ、７ｃに向かって噴出されていく。
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【０１３６】
　そして、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と第２
の流体供給状態とに繰り返し変化させる。このことによって、気液混合流体が開口１１か
ら観察レンズ７ａの右半分、左半分をカバーするように図９Ｂの実線に示す範囲、または
、図９Ｃの実線に示す範囲に交互に繰り返し噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ
、７ｃの洗浄をより広範に行うことができる。
【０１３７】
　次に、図１０Ａ－図１０Ｃを参照して符号１２で示した混合流体噴出路の他の構成例を
説明する。　
　上述した実施形態の例えば図５Ｃで示した混合流体噴出路１２の混合路端１３ｂから開
口１１に至る開口側面１２ｓは互いに対向する平面であった。すなわち、混合路端１３ｂ
から開口１１に至る開口１１の断面積が同一であった。しかし、混合流体噴出路１２の混
合路端１３ｂから開口１１に至る開口面積は同一に限定されるものでは無い。
【０１３８】
　本実施形態において、混合流体噴出路１２Ａは、図１０Ａに示す傾斜面１２ｂ、１２ｃ
を有して、混合路端１３ｂ側から開口１１側に行くにしたがって幅寸法が幅広になるよう
に形成されている。すなわち、開口１１の面積を混合路端１３ｂから開口１１にいくにし
たがって連続的に増大させている。
【０１３９】
　具体的に、混合流体噴出路１２Ａは、混合路端１３ｂから開口１１に至る図中左側に位
置する第１噴出路傾斜面１２ｂと右側に位置する第２噴出路傾斜面１２ｃとを備える。第
１噴出路傾斜面１２ｂと第２噴出路傾斜面１２ｃとは鉛直線Ｌ０に対して線対称である。
【０１４０】
　そして、噴出路傾斜面１２ｂ、１２ｃの傾斜角度は、第１噴出路傾斜面１２ｂの第１延
長線Ｌ１と第２噴出路傾斜面１２ｃの第２延長線Ｌ２とがそれぞれ観察レンズ７ａの外周
面７ｒに接するように、あるいは、観察レンズ７ａより外側に位置するように設定してあ
る。
【０１４１】
　この構成によれば、空気が第１流路１５に供給されて流入口（不図示）に向かって流れ
、水が第２流路１６に供給されて流入口（不図示）に向かって流れていくことによって上
述したように２つの流体が流入口において衝突して混合された気液混合流体が気液混合路
１３内に流入し、その後、混合流体噴出路１２Ａに流入する。
【０１４２】
　この気液混合流体は、混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置する
第２噴出路傾斜面１２ｃに沿って開口１１に向かって流れていく。　
　この結果、気液混合流体は、図１０Ｂに示すように破線で示す前記図５Ｆで示した範囲
よりも広範に観察レンズ７ａの表面上の右半分をカバーするように開口１１から実線に示
す範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。
【０１４３】
　これに対して、水が第１流路１５に供給されて流入口（不図示）に向かって流れ、空気
が第２流路１６に供給されて流入口（不図示）に向かって流れていくことによって２つの
流体が流入口において衝突して混合された気液混合流体が気液混合路１３内に流入し、そ
の後、混合流体噴出路１２Ａに流入する。
【０１４４】
　この気液混合流体は、混合路端１３ｂから水が供給された第1流路１5方向に位置する第
1噴出路傾斜面１２ｂに沿って開口１１に向かって流れていく。　
　この結果、気液混合流体は、図１０Ｃに示すように破線で示す前記６Ｃで示した範囲よ
りも広範に観察レンズ７ａの表面上の左半分をカバーするように開口１１から実線に示す
範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。
【０１４５】
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　このように、混合流体噴出路１２Ａの幅寸法を混合路端１３ｂ側から開口１１に行くに
したがって幅広にして該噴出路１２Ａをテーパー状に形成している。その上で、第１噴出
路傾斜面１２ｂの第１延長線Ｌ１と第２噴出路傾斜面１２ｃの第２延長線Ｌ２とが観察レ
ンズ７ａ上、あるいは、外側に位置するように噴出路傾斜面１２ｂ、１２ｃの傾斜角度が
設定してある。
【０１４６】
　したがって、気液混合流体は、流体供給状態においては、混合流体噴出路１２Ａの第1
噴出路傾斜面１２ｂ、又は、第２噴出路傾斜面１２ｃのいずれかに沿って開口１１に向か
って観察レンズ７ａに噴出されていく。
【０１４７】
　つまり、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と第２
の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって開口１１から観察レンズ７ａに向け
て噴出された気液混合流体が図１０Ｂの実線に示す範囲、または、図１０Ｃの実線に示す
範囲を流れて観察レンズ７ａ全面の洗浄、照明レンズ７ｂ、７ｃ全面の洗浄を行うことが
できる。
【０１４８】
　次いで、図１１Ａ－図１６Ｂを参照して符号１２で示した混合流体噴出路の別の構成例
を説明する。　
　上述した実施形態の図５Ｄで示した混合流体噴出路１２は、混合路端１３ｂから開口１
１に至る前方面１２ｆとレンズ側面１２ｒとは対向する平面であった。そして、混合流体
噴出路１２の断面形状は、四角形であった。しかし、混合流体噴出路１２の断面形状は四
角形に限定されるものでは無く、図１１Ａ－図１４Ａに示す形状等であってもよい。
【０１４９】
　図１１Ａに示す混合流体噴出路１２Ｂは、先端構成部３０の先端側に位置する前方面１
２ｆを構成する第１傾斜前面１２１ａ及び第２傾斜前面１２１ｂの二平面を備えている。
また、混合流体噴出路１２Ｂは、観察レンズ７ａ側に位置するレンズ側面１２ｒを構成す
る第１傾斜レンズ面１２２ａ及び第２傾斜レンズ面１２２ｂの二面を備えている。
【０１５０】
　混合流体噴出路１２Ｂの断面形状は、逆Ｖ字形状である。混合流体噴出路１２Ｂは、直
線Ｌ１１を挟んで対称な形状である。すなわち、第１傾斜前面１２１ａと第２傾斜前面１
２１ｂとは予め定めた角度θｆで交差して逆Ｖ字状に設けられている。第１傾斜レンズ面
１２２ａは第１傾斜前面１２１ａに対向し、第２傾斜レンズ面１２２ｂは第２傾斜前面１
２１ｂに対向している。
【０１５１】
　この構成によれば、図１１Ｂに示すように空気が第１流路１５に供給され、水が第２流
路１６に供給されてそれぞれ流入口（不図示）に向かって流れて衝突することによって、
上述した噴霧状の気液混合流体が発生する。そして、気液混合流体は、気液混合路１３内
に流入し、その後、混合流体噴出路１２Ｂに流入する。
【０１５２】
　この気液混合流体は、逆Ｖ字形状の流路を開口１１Ｂに向かって流れていく。このとき
、気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置する
第２傾斜前面１２１ｂと第２傾斜レンズ面１２２ｂとを有する流路に沿って開口１１Ｂに
向かう。この際、右側面１１Ｂａ側にいくにしたがって気液混合流体の観察レンズ７ａに
対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１５３】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｂから実線に示す観察レンズ７ａの表面上の右半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな第２流路１６側において気液混合流体の噴霧
の勢いが大きくなって噴霧範囲における観察レンズ７ａの右下外周側の洗浄性が向上する
。
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【０１５４】
　これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６に供給されて流入口
（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１３内を通過して混合流体噴
出路１２Ｂに流入する。
【０１５５】
　この気液混合流体は、逆Ｖ字形状の流路を開口１１Ｂに向かって流れていく。このとき
、気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第1流路１5方向に位置する第
１傾斜前面１２１ａと第１傾斜レンズ面１２２ａとを有する流路に沿って開口１１Ｂに向
かう。このため、左側面１１Ｂｂ側にいくにしたがって気密混合流体の観察レンズ７ａに
対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１５６】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｂから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな第１流路１５側において気液混合流体の噴霧
の勢いが大きくなって噴霧範囲における観察レンズ７ａの左下外周側の洗浄性が向上する
。
【０１５７】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって気液混合流体が開口１１から図
１１Ｂに示す観察レンズ７ａの実線に示す範囲、及び、破線に示す範囲に交互に繰り返し
噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。そして、
交互に繰り返し噴出することによって、観察レンズ７ａの中央に加えて右下側及び左下側
の洗浄を良好に行える。
【０１５８】
　なお、第１傾斜前面１２１ａと第２傾斜前面１２１ｂとの前面交差角度θｆと、第１傾
斜レンズ面１２２ａと第２傾斜レンズ面１２２ｂとのレンズ面交差角度θｒとは、同じ角
度であっても異なる角度であってもよい。交差角度θｆ、θｒは、観察レンズ７ａの洗浄
性を考慮して適宜設定される。
【０１５９】
　図１２Ａに示す混合流体噴出路１２Ｃの断面形状はＶ字形状である。混合流体噴出路１
２Ｃは、直線Ｌ１１を挟んで対称な形状である。前方面１２ｆを構成する二面は第１傾斜
前面１２３ａ及び第２傾斜前面１２３ｂであり、レンズ側面１２ｒを構成する二面は第１
傾斜レンズ面１２４ａ及び第２傾斜レンズ面１２４ｂである。第１傾斜前面１２３ａと第
２傾斜前面１２３ｂとは予め定めた角度θｆで交差してＶ字状に設けられている。第１傾
斜レンズ面１２４ａは第１傾斜前面１２３ａに対向し、第２傾斜レンズ面１２４ｂは第２
傾斜前面１２３ｂに対向している。
【０１６０】
　この構成によれば、図１２Ｂに示すように空気が第１流路１５に供給され、水が第２流
路１６に供給されて流入口（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１
３内を通過して混合流体噴出路１２Ｃに流入する。
【０１６１】
　この気液混合流体は、Ｖ字形状の流路を開口１１Ｃに向かって流れていく。このとき、
気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置する第
２傾斜前面１２３ｂと第２傾斜レンズ面１２４ｂとを有する流路に沿って開口１１Ｃに向
かう。この際、第１傾斜前面１２３ａと第２傾斜前面１２３ｂとの交叉点及び第１傾斜レ
ンズ面１２４ａと第２傾斜レンズ面１２４ｂとの交叉点側を流れる気液混合流体の観察レ
ンズ７ａに対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１６２】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｃから実線に示す観察レンズ７ａの表面上の右半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。このとき、観
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察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな交叉点側において気液混合流体の噴霧の勢い
が大きくなって、噴霧範囲における鉛直線Ｌ０側の洗浄性が向上する。
【０１６３】
　これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６に供給されて流入口
（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１３内を通過して混合流体噴
出路１２Ｃに流入する。
【０１６４】
　この気液混合流体は、Ｖ字形状の流路を開口１１Ｃに向かって流れていく。このとき、
気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第1流路１5方向に位置する第１
傾斜前面１２３ａと第１傾斜レンズ面１２４ａとを有する流路に沿って開口１１Ｃに向か
う。この際、交叉点側を流れる気密混合流体の観察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大
きくなる。
【０１６５】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｃから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな交叉点側において気液混合流体の噴霧の勢い
が大きくなって、噴霧範囲における鉛直線Ｌ０側の洗浄性が向上する。
【０１６６】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって気液混合流体が開口１１Ｃから
図１２Ｂに示す観察レンズ７ａの実線に示す範囲、及び、破線に示す範囲に交互に繰り返
し噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。そして
、交互に繰り返し噴出することによって、観察レンズ７ａの鉛直線Ｌ０近傍であるレンズ
中央の洗浄を良好に行える。　
　その他の構成及び作用は図１１Ａ、図１１Ｂで示した実施形態と同様であり、同部材に
は同符号を付して説明を省略する。
【０１６７】
　図１３Ａに示す混合流体噴出路１２Ｄは、前方面１２ｆを構成する三面として第１傾斜
前面１２５ａ、第２傾斜前面１２５ｂ及び中央前面１２５ｃを備え、レンズ側面１２ｒを
構成する三面として第１傾斜レンズ面１２６ａ、第２傾斜レンズ面１２６ｂ、中央レンズ
面１２６ｃを備えている。混合流体噴出路１２Ｃの断面形状は中央平面を有して逆Ｖ字状
である。混合流体噴出路１２Ｄは、直線Ｌ１１を挟んで対称な形状である。第１傾斜前面
１２５ａと第２傾斜前面１２５ｂとは中央前面１２５ｃに対して逆Ｖ字状に配置され、第
１傾斜レンズ面１２６ａは第１傾斜前面１２５ａに対向し、第２傾斜レンズ面１２６ｂは
第２傾斜前面１２５ｂに対向し、中央レンズ面１２６ｃは中央前面１２５ｃに対向してい
る。
【０１６８】
　この構成によれば、図１３Ｂに示すように空気が第１流路１５に供給され、水が第２流
路１６に供給されて流入口（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１
３内を通過して混合流体噴出路１２Ｄに流入する。
【０１６９】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置
する第２傾斜前面１２５ｂと第２傾斜レンズ面１２６ｂとを有する流路及び中央前面１２
５ｃと中央レンズ面１２６ｃとを有する流路に沿って、逆Ｖ字形状の流路を開口１１Ｄに
向かって流れていく。このため、右側面１１Ｂａ側にいくにしたがって気液混合流体の観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１７０】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｄから実線に示す観察レンズ７ａの表面上の右半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな第２流路１６側において気液混合流体の噴霧
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の勢いが大きくなって、噴霧範囲における観察レンズ７ａの右下外周側の洗浄性が向上す
る。
【０１７１】
　これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６に供給されて流入口
（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１３内を通過して混合流体噴
出路１２Ｄに流入する。
【０１７２】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第1流１５方向に位置す
る第１傾斜前面１２５ａと第１傾斜レンズ面１２６ａとを有する流路及び中央前面１２５
ｃと中央レンズ面１２６ｃとを有する流路に沿って、逆Ｖ字形状の流路を開口１１Ｄに向
かって流れていく。このため、左側面１１Ｂｂ側にいくにしたがって気密混合流体の観察
レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１７３】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｄから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな第１流路１５側において気液混合流体の噴霧
の勢いが大きくなって噴霧範囲における観察レンズ７ａの左下外周側の洗浄性が向上する
。
【０１７４】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって気液混合流体が開口１１Ｄから
図１３Ｂに示す観察レンズ７ａの実線に示す範囲、及び破線に示す範囲に交互に繰り返し
噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。そして、
交互に繰り返し噴出することによって、観察レンズ７ａの中央に加えて右下側及び左下側
の洗浄を良好に行える。
【０１７５】
　なお、第１傾斜前面１２５ａと中央前面１２５ｃとの前面交差角度及び第２傾斜前面１
２５ｂと中央前面１２５ｃとの前面交差角度は例えばθｆ／２であり、第１傾斜レンズ面
１２６ａと中央レンズ面１２６ｃとのレンズ面交差角度及び第２傾斜レンズ面１２６ｂと
中央レンズ面１２６ｃとのレンズ面交差角度はθｒ／２である。また、前面交差角度θｆ
／２とレンズ面交差角度θｒ／２とは同じ角度であっても異なる角度であってもよい。交
差角度θｆ／２、θｒ／２は、観察レンズ７ａの洗浄性を考慮して適宜設定される。
【０１７６】
　図１４Ａに示す混合流体噴出路１２Ｅの断面形状は中央平面を有するＶ字状である。混
合流体噴出路１２Ｅは、直線Ｌ１１を挟んで対称な形状である。前方面１２ｆを構成する
三面は、第１傾斜前面１２７ａ、第２傾斜前面１２７ｂ及び中央前面１２７ｃであり、レ
ンズ側面１２rを構成する三面は第１傾斜レンズ面１２８ａ、第２傾斜レンズ面１２８ｂ
、中央レンズ面１２８ｃである。第１傾斜前面１２７ａと第２傾斜前面１２７ｂとは中央
前面１２７ｃの端部に対して予め定めた角度で交差して配置されている。第１傾斜レンズ
面１２８ａは第１傾斜前面１２７ａに対向し、第２傾斜レンズ面１２８ｂは第２傾斜前面
１２７ｂに対向し、中央レンズ面１２８ｃは中央前面１２７ｃに対向している。
【０１７７】
　この構成によれば、図１４Ｂに示すように空気が第１流路１５に供給され、水が第２流
路１６に供給されて流入口（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１
３内を通過して混合流体噴出路１２Ｅに流入する。
【０１７８】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置
する第２傾斜前面１２７ｂと第２傾斜レンズ面１２８ｂとを有する流路及び中央前面１２
７ｃと中央レンズ面１２８ｃとを有する流路に沿って、Ｖ字形状の流路を開口１１Ｅに向
かって流れていく。この際、中央前面１２７ｃ側及び中央レンズ面１２８ｃ側を流れる気
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液混合流体の観察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きくなる。
【０１７９】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｅから実線に示す観察レンズ７ａの表面上の右半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな中央側において気液混合流体の噴霧の勢いが
大きくなって、噴霧範囲における鉛直線Ｌ０側の洗浄性が向上する。
【０１８０】
　これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６に供給されて流入口
（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１３内を通過して混合流体噴
出路１２Ｅに流入する。
【０１８１】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第1流路１５方向に位置
する第１傾斜前面１２７ａと第１傾斜レンズ面１２８ａを有する流路及び中央前面１２７
ｃと中央レンズ面１２８ｃとを有する流路に沿って、Ｖ字形状の流路を開口１１Ｅに向か
って流れていく。
【０１８２】
　この結果、気液混合流体は、開口１１Ｅから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半
分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。このとき、観
察レンズ７ａに対する打ち付け角度が大きな中央側において気液混合流体の噴霧の勢いが
大きくなって、噴霧範囲における鉛直線Ｌ０側の洗浄性が向上する。
【０１８３】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって気液混合流体が開口１１Ｅから
図１４Ｂに示す観察レンズ７ａの実線に示す範囲、及び破線に示す範囲交互に繰り返し噴
出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。そして、交
互に繰り返し噴出することによって、観察レンズ７ａの鉛直線Ｌ０近傍であるレンズ中央
の洗浄を良好に行える。　
　その他の構成及び作用は図１３Ａ、図１３Ｂで示した実施形態と同様であり、同部材に
は同符号を付して説明を省略する。
【０１８４】
　前記図５Ｄで示したように先端構成部３０の内壁面３３ａには断面形状が四角形の開口
１１及び該開口１１に通じる混合流体噴出路１２が１つも設けられていた。しかし、開口
１１及び混合流体噴出路１２の数は１つに限定されるものでは無く、複数であってもよい
。
【０１８５】
　図１５Ａに示すように本実施形態において混合流体噴出路１２Ｆは、第１流路１５側に
位置する第１開口１３１ｍを有する第１噴出路１３１と、第２開口１３２ｍを有する第２
流路１６側に位置する第２噴出路１３２と、を有して構成されている。
【０１８６】
　第１噴出路１３１と第２噴出路１３２とは直線Ｌ１１を挟んで対称な位置関係であって
、鉛直線Ｌ０に対して予め定めた角度傾いた傾斜面１３１ｆ、１３２ｆが設けられている
。
【０１８７】
　この構成によれば、図＊１５Ｂに示すように空気が第１流路１５に供給され、水が第２
流路１６に供給されて流入口（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路
１３内を通過して混合流体噴出路１２Ｆに流入する。
【０１８８】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第２流路１６方向に位置
する第２噴出路１３２を流れ、一部が第１噴出路１３１を流れて第１開口１３１ｍ及び第
２開口１３２ｍから実線に示す観察レンズ７ａの表面上の右半分の範囲に噴出されて観察
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レンズ７ａ、照明レンズ７ｃの表面を洗浄する。
【０１８９】
　これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６に供給されて流入口
（不図示）で衝突して発生した気液混合流体は、気液混合路１３内を通過して混合流体噴
出路１２Ｆに流入する。
【０１９０】
　この気液混合流体は、主に混合路端１３ｂから水が供給された第1流路１５方向に位置
する第１噴出路１３１を流れ、一部が第２噴出路１３２を流れて第２開口１３２ｍ第１開
口１３１ｍから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半分の範囲に噴出されて観察レン
ズ７ａ、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。
【０１９１】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって開口１３１ｍ、１３２ｍから観
察レンズ７ａ、照明レンズ７ｂ、７ｃに向けて噴出させた気液混合流体が図１５Ｂの実線
に示す範囲、及び、破線に示す範囲に交互に繰り返し噴出されて観察レンズ７ａ、照明レ
ンズ７ｂ、７ｃの洗浄を行うことができる。
【０１９２】
　図１６Ａに示すように本実施形態において混合流体噴出路１２Ｇは、上述した第１流路
１５側に位置する第１開口１３１ｍを有する第１噴出路１３１及び第２開口１３２ｍを有
する第２流路１６側に位置する第２噴出路１３２に加えて、鉛直線Ｌ０上に中央開口１３
３ｍが位置する中央噴出路と、で構成されている。中央噴出路は、第３噴出路１３３と記
載する。　
　その他の構成は上述した図１５Ａと同様の構成である。
【０１９３】
　この構成によれば、空気が第１流路１５に供給され、水が第２流路１６に供給された際
には上述したように気液混合流体は、第２開口１３２ｍ及び第３開口１３３ｍから実線に
示す観察レンズ７ａの表面上の右半分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ、照明レンズ７
ｃの表面を洗浄する。これに対して、水が第１流路１５に供給され、空気が第２流路１６
に供給された際には上述したように気液混合流体は、第１開口１３１ｍ及び第３開口１３
３ｍから破線に示す観察レンズ７ａの表面上の左半分の範囲に噴出されて観察レンズ７ａ
、照明レンズ７ｂの表面を洗浄する。
【０１９４】
　したがって、上述した切換装置６０、または、切換装置６０Ａを第１の流体供給状態と
第２の流体供給状態とに繰り返し変化させることによって気液混合流体がそれぞれ開口１
３２ｍ、１３３ｍ、１３１ｍから観察レンズ７ａに向けて噴出されて、図１６Ｂの実線に
示す範囲、及び、破線に示す範囲に交互に繰り返し噴出されて観察レンズ７ａ、照明レン
ズ７ｂ、７ｃの表面全面を洗浄することができる。
【０１９５】
　本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が可能で
あり、それらも本発明の技術的範囲内である。
【符号の説明】
【０１９６】
１…内視鏡　２…挿入部　３…操作部　３ａ…湾曲操作レバー　４…ユニバーサルコード
　４ｃ…コネクタ　５…観察制御ユニット　６…表示装置　７…先端部　７ａ…観察レン
ズ　７ｂ、７ｃ…照明レンズ　７ｆ…先端面　７ｒ…外周面　８…湾曲部　９…管部、１
０…洗浄シース　１１…開口　１２…混合流体噴出路　１３…気液混合路　１４…流体案
内溝　１５…第1流路　１６…第２流路　２０…マルチルーメンチューブ　２１…内視鏡
挿入部用孔　２２…第１管路　２３…第２管路　２４…薄肉部　２５…厚肉部３０…先端
構成部　３１…段付き孔　３２…大径孔部　３３…小径孔部　３３ａ…内壁面　３４…段
差面　３６…幅狭部　３７…幅広部　４０…内視鏡取付部　４２…取付部第１流体路　４
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３…取付部第２流体路　４５ａ…第１チューブ接続口　４５ｂ…第２チューブ接続口　５
１…第１の流体チューブ　５２…第２の流体チューブ　６０、６０Ａ…切換装置　６３、
６３Ａ…制御部　７０…送気ユニット　８０…送液ユニット　８２…送水タンク　８３…
送水ポンプ　８４…第２送液チューブ　９１…フットスイッチ　９２…信号ケーブル　１
００…内視鏡装置
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